
決算書掲載頁　93

内
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市民参加による意見募集などを実施し、市政に反映することを目的とする。

あらゆる手段を用いて市民からの意見を聴き、いただいた意見を有効活用できるようにシステムを整える。
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市民からの意見を市政に反映するため、関係課及び企画担当課への情報提供を行う。
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市民からの陳情・要望・意見・相談などの受付を行うほか、アンケートや対談を実施するなど、より広く市民の意見を募集
し、いただいた意見を関係課及び企画担当課に情報提供を行う事で、今後の市政に反映することを目的としている。
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一部委託 昭和47年度以前

河内長野市民を対象に、広く意見募集などを行う

あらゆる手段を用いて市民からの意見を聴き、いただいた意見を有効活用できるようにシステムを整える。
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事業：広聴事業                           

１．広聴事業 

 市民からの陳情・要望・意見・苦情・相談などの受付を行うほか、アンケートや対談、意見交換を行うなど、よ

り広く市民の意見を募集し、今後の市政に反映していくことを目的に実施した。 

 

細事業：広聴事業                             

１．市民の声の受付 

ふれあいカード・意見提出用紙・ホームページの市民の声フォーム・メールなどを通して、市政への意見や提案

などを受付し、関係課への情報提供及び必要に応じて回答を行った。（受付件数 501件） 

 

２．陳情・要望の受付 

 自治会や各種団体から陳情や要望の受付を行い、必要に応じて回答あるいは懇談を行った。（受付件数 15件）  

 

３．市長まちかどトークの実施 

 市内で活動する団体と市長とのコミュニケーションの場を設けること

により、市政に対するお互いの理解を深め、市民の声を今後の施策への

参考とするため、「市長まちかどトーク」を実施した。 

  実施件数 ２団体 

    

４．新成人と市長との新春対談会（市長と語ろう 20歳の夢）の実施 

 成人になった感想や抱負､まちづくりへの意見や提案を聴き、施策の参

考とするため､新成人８人（男４人､女４人）と市長･教育長との新春対談

会を開催した｡ 

 

５．市政アンケート（市民意識調査）の実施 

 広く市民の意識・意見を把握し、市政に反映させるため「第 40回市民

意識調査＜男女共同参画＞と＜文化財＞について」に関する市政アンケートを実施した。調査票を市民 2,000人に

配布し、有効回答は 860 票（有効回答率 43.0％）であった。また、「市の生活環境の満足度・重要度」について、

経年比較の項目を報告書へ掲載した。 

  市政アンケート調査業務委託料   621,600円 

   

６．市政モニター制度の活用 

 広報紙により公募した 33人の市政モニターに、アンケートの協力や市政に対する建設的な意見・提案などを求め、

市政モニター制度の活用を図った。 

 

７．ホームページでのアンケート実施 

 市政モニターへのアンケートとあわせて、市ホームページでの電子申請アンケートを実施した。 

  市職員の接遇実態把握に関するアンケート（回答数 11件）   

    


